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事業名  視覚障害当事者が企画・運営するワークショップを通して、 

孤独・孤立化する視覚障害者にアプローチするピアサポーターを育成する事業              

１ 事業の目的 

  豊かな地域福祉づくり推進事業の助成金をいただいてから３年目となった。 

令和３年度は、今まで当法人が実施してきたワークショップを視覚障害当事者が運営で

きるようにすることを目標とし、チャレンジドヨガ、スマホ・タブレットサロンを実施

してきた。 

それをふまえ令和 4 年度は、視覚障害当事者が新規のワークショップを企画・立案し開

催、運営することを目標とし、スマホ・タブレットサロン、ヨガに加え、表現力ワーク

ショップ、演劇ワークショップなどの新たな開催、タンデム自転車体験やコーヒー焙煎

ワークショップなどのテスト開催をすることができた。 

令和５年度は、視覚障害当事者が企画・運営するワークショップを通して、孤独・孤立

化状態にある方を含めた、県内の視覚障害者と地域の児童・高齢者にアプローチしたり、

話し相手・相談相手になれるようなピアサポーターを育成していくことを目的とした。。 

２ 事業内容 
（１）事業の概要 

・視覚障害当事者が企画・運営するワークショップを開催。 
・地域の児童・高齢者にアプローチする活動の実施。 
・連携団体、協力機関との協働。 
 
以上の活動全てにおいて、孤独・孤立化状態にある方を含めた県内の視覚障害者に



アプローチすること、ピアサポーターの育成に観点をおき活動を行った。 
 
 
 

 視覚障害者が           地域の児童・ 
 企画・運営する          高齢者にアプローチする 
 ワークショップの開催       活動の実施 

 
 
              

連携団体、 
             協力機関との協働 
 
 
   ＊すべての活動に、孤独・孤立化状態にある方を含めた県内の視覚障害者に 
    アプローチすること、ピアサポーターの育成に観点をおき活動を行った。 

 
 
（２）事業の流れ 
  ・昨年までは、法人本体の事業と法人で運営している障害福祉サービス事業所 
   「領家グリーンゲイブルズ」（以下 GG）の事業を分けて行っていたが、今年度は 
   活動を一体的に行った。 
 

・催し等の日時・会場・回数・対象・参加者数など 
 ６月 ・GG で地域にある養護老人ホーム恵和園に訪問して一緒に音楽活動を行

う。視覚障害者５人、職員４人、養護老人ホーム高齢者１０人、ホーム

職員５人 
    ・チャレンジドヨガ開催、GG にて視覚障害者８名、スタッフ地域の方８

名 
 ７月 ・地域の祭り 領家夏祭りに GG が自家焙煎コーヒー販売・マッサージに

て出店 
     領家農村センター、地域の住民が子どもも高齢者もたくさん集まる。約

３００人 
 ８月 ・チャレンジドヨガ開催、GG にて視覚障害者６名、スタッフ地域の方５

名 
 ９月 ・GG サロン開催、視覚障害者５名、スタッフ地域の方４名 
    ・ピアサポーター講座開催、視覚障害者６名、スタッフ４名 
 １０月・TAMAP ダンスワークショップ、GG メンバーにて参加 
    ・チャレンジドヨガ開催 
 １１月・連携法人一般社団法人ウイズタイムハウスが１１月に開始した視覚障害

者を対象としたショートステイ事業にて、ピアサポーターとして有償ボ

ランティアを始める。現在も継続中。 
    ・GG サロン開催。 
 １２月・チャレンジドヨガ開催。 



 １月 ・GG・WTH サロンとして餅つき開催 
     視覚障害者１０名参加、スタッフ地域の方子ども高齢者含めて１５名ほ

ど参加。 
    ・埼玉県ロービジョンネットワーク 彩のひとみ研修会参加 
    ・TAMAP ダンスワークショップ参加 
    ・演劇ワークショップ開催 領家農村センターにて計９回視覚障害者１０

名スタッフ地域の方１０名 
 ２月 ・演劇ワークショップ発表会開催 領家農村センターにて 
     地域の住民３０名ほど、養護老人ホームの方１０名、視覚障害者１５名

参加 
    ・チャレンジドヨガ開催。 
 活動内容によって、地域で孤独・孤立化状態にある視覚障害者も少数ながら参加

してくれるようになり、継続してきてくれるようになった。 
 
 
・事業の様子が分かる写真（とその説明） 

 

  

チャレンジドヨガ            領家夏祭り 
 

  

夏祭りにてコーヒー販売         夏祭りにてマッサージ 
 
 



  

ピアサポート講習            TAMAP ダンスワークショップ 
 

  

演劇ワークショップ           演劇ワークショップ 
 

   

演劇チラシ             演劇発表会 
 



 

演劇発表会             GG・WTH サロン 餅つき 
 
（３）連携・協力機関 
一般社団法人チャレンジドヨガ、一般社団法人ウイズタイムハウス、埼玉県ロービジョ

ンネットワーク彩のひとみ、養護老人ホーム恵和園、同行援護事業所彩 
 
 
３ 成果及び今後の展開 

・実施事業が団体全体の活動に及ぼした成果、効果、助成事業を行うことにより見

えてきた新たな課題 
 
 実施事業を通して、団体全体に自分の居場所を大事に作っていった上で、自分たちに 
自信を持つことができ、他の団体や人たちと交わったり外に出ていく勇気が出てきたと

感じる。 
課題としては、継続した活動を行うためには助成金に頼らない活動にしなければいけな

いと思っていたところであるが、昨年の１２月に認定 NPO 法人として認証されたので、 
次の目標としては、視覚障害者自らが活動資金を集められるようなファンドレイザーを

育て、活動を継続していきたい。 
 
３年間、助成ありがとうございました。 


